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研究討議 感情と民主主義の教育哲学 

「市民社会」という感情の共同体とルソーの異論                  室井 麗子 

 情動の政治と回避の教育学－アドルノの権威主義批判と 

ユートピア思想を手がかりとして－                    白銀 夏樹 

 民主主義のファシズムに抵抗する沖縄の心「命（ヌチ）どぅ宝」         高橋 舞 

研究討議に関する総括的報告                 野平 慎二 ／ 古屋 恵太 

 

課題研究 「データ駆動型社会」における教育哲学の課題－これからの教育にとって 

「データ」「情報」「知識」はどのような意味をもつのか－ 

「データ駆動型社会」における教育哲学の課題                    鈴木 晶子 

 データの確率化によって偶然は飼いならせるか 

－「教育の存在論的な弱さ」をめぐる一試論として－           杉田 浩崇 

 発信と共感を伴う知識－アフリカ伝統社会での知識観から 

情報駆動社会への照射－                          山田 肖子 

課題研究に関する総括的報告                 松浦 良充 ／ 松下 良平 

 

論文 

 メルロ＝ポンティにおける学習経験 

  －ドイツ観念論とのつながりを手がかりに－               常深 新平 

 

エッセイ 

再考「江戸教育思想史研究」                        山本 正身 

 

教育哲学を考える 

 ぶどう畑にて                               北詰 裕子 

 

研究状況報告 

 教育における分配的正義論の可能性（三）－指標と差異－ 

         高宮 正貴 ／ 橋本 憲幸 ／ 児島 博紀 

 教育と徳理論                三澤 紘一郎 ／ 立花 幸司 ／ 佐藤 邦政 

 技術革新と職業教育の思想史 

                  松浦 良充 ／ 江口 潔 ／ 原田 早春 ／ 間篠 剛留 

 

 



教育哲学会の現在 

 教育哲学研究と博士論文の執筆－学位取得に向けて／を越えて教育哲学を展望する－ 

    小野 文生 ／ 生澤 繁樹 ／ 河野 桃子 ／ 嶋口 裕基 ／  

谷村 千絵 ／ 門前 斐紀 

 

書評 

 岡部美香・小野文生編『教育学のパトス論的転回』               古屋 恵太 

 西村拓生著『「美と教育」という謎－プリズムとしてのシラー『美育書簡』』 

                   小松 佳代子 

 

図書紹介 

 ガート・ビースタ著／田中智志・小玉重夫監訳 

『学習を超えて－人間的未来へのデモクラティックな教育』         上野 正道 

 ガート・ビースタ著／田中智志・小玉重夫監訳 

『教育の美しい危うさ』                          藤井 佳世 

 ジェーン・R・マーティン著／生田久美子監訳／尾崎博美・犬塚典子・ 

畠山大・八木美保子・今井卓実訳『学校は私たちの「良い生活」だった 

－アメリカ教育史の忘れもの』                     岸本 智典 

 ベルンハルト・グレトゥイゼン著／金子晴勇・菱刈晃夫訳 

『哲学的人間学』                             相澤 伸幸 
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